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思いが伝わる情報デザインツール

片 山 育 美 † 大 田 昌 幸 †† 田 中 和 紀 †††

インターネットの発達と普及によって、誰でも簡単に情報発信できる世の中になった。blog、フォ
トシェアサービスを使うユーザは、自分の発信した情報をだれかに「伝える」楽しさや感動を知って
いる。しかし、現在の情報表現は見た目のデザインに特化した表層的なものに留まっている。情報を
目には見えない情報構造（重要度、順序、関連性）にもとづいて可視化する「情報デザイン」のプロ
セスを体系化し、ノウハウをプログラム化することによって、専門的にデザインを学んでいない人で
も情報デザインを行う事ができるツールの開発を行う。

Information design tool telling person’s own feeling to readers

Ikumi Katayama ,† Masayuki Ohta †† and Kazuki Tanaka †††

Thanks to development and spread of Internet, everyone can publish own messages. Users
utilizing blog and photo share services know the enjoyment and impression of publishing own
messages. However, today’s some information representation is only designed visually. We
systemized information design process and know-how, which is based on information struc-
ture such as importance, order and relationship. We developed information design system for
users who haven’t major in design and that let them make use of information design.

1. 序 論

従来より、広告等マスメディアから配信される「情
報」は、ターゲットとなる消費者に対してどう伝える
かを事前に提供者側でよく話し合われてきた。不特定
多数の第三者に「情報」の内容を「伝える（理解して
もらう）」ためには、第三者が認識出来るレベルで情
報を整える「編集」作業が必要である1)。
しかし近年、インターネットの発達と普及に伴い、
個人の情報発信が容易になったため、専門職によって
行われていた編集作業が行われていない情報があふれ
ている。個人の情報発信に良く用いられる blogは、編
集の過程を通さないため、執筆者の文章構成力によっ
て伝わりにくい文章になる場合がある。また、blogは
テンプレート上に文章と画像を挿入するだけの単調な
表現しか行う事が出来ない。
こうした問題に対し、我々は「思いが伝わる情報デ
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ザインツール」を提案する。本ツールが情報を自動的
に収集、整理、構造化して視覚化することで、読者に
伝わるように内容を整理する。本ツールを利用するこ
とで、個人の多様な表現の更なる可能性を期待出来る。

2. 情報デザイン

情報デザインとは、情報設計と視覚表現の二つの
フェーズを持った情報編集プロセスである (図 1)。情
報の関係性や情報の意味を定義することで情報を設計
し、設計された情報構造に基づいて視覚表現に落とし
込む。具体的には関係の近い情報 (図 1内での開催情
報)をまとめ、ページやイラストにキャプションを付
け意味付けをすることで、情報を構造化し、読者の理
解し易いレイアウトに配置する。
情報デザインを行うと、視覚的に優れたレイアウト
が行えるだけではなく、第三者が認識しやすい形に情
報が配置されることになる。

3. 提案ツール「思いが伝わる情報デザイン
ツール」

我々は、編集者が暗黙のうちに行っている情報デザ
インの過程を以下の 4つに分け、ツールを開発した。
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ReflowPlus
GPGPU

An application example of acceleration with GPGPU
for ”ReflowPlus” a reflow thermal transfer analysis system
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CPU Intel Core2Duo E6850 3.0 GHz

Memory 2.0GB

OS Windows Vista

Compiler CUDA 2.3, Intel Fortran 11.1,

Visual Studio C++ 2005

GPU WinFast GTX 260 (896MB)
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図 1 情報デザイン

( 1 ) 情報収集
( 2 ) 情報整理
( 3 ) 情報設計
( 4 ) 情報可視化
「思いが伝わる情報デザインツール」は、この４
フェーズを踏む事で情報デザインされたWebマガジ
ンを発行するツールである。この過程はユーザの関わ
りが深くなるため、楽しく情報設計出来るようにユー
ザインタフェース (UI)を実装した。
情報を的確に伝えるためには「何を」「誰に」「ど
う」伝えるかを明確にする必要がある。本ツールの４
フェーズを通過すると、ユーザはこれらを明確化する
ことができる。
本ツールは blogの様に日常的に使用するものでは
なく、「みんなで行った旅行を一つのWebマガジンに
まとめて友達に伝える」、「日々書いているカフェ巡り
の日記を整理してまとめ、カフェ巡りマガジンを発行
する」といった利用を想定している。

3.1 提案ツールの詳細
本ツールにおける４フェーズの詳細を以下で述べる。
3.1.1 情 報 収 集
情報収集フェーズでは、ユーザが別々のサービスに格
納している情報をツールが自動収集する。現在本ツー
ルでは以下のサービスからの情報を自動収集する。
• mixiフォト、日記
• twitterのつぶやき
• フリッカーの写真
3.1.2 情 報 整 理
情報整理フェーズでは、自動収集したユーザの情報
を俯瞰できるように提示する。ユーザは俯瞰できるUI

を利用する事で、自然に自身の頭の中も整理でき、利
用したい情報の選択がしやすくなる。提示の仕方は以

下の３種類を用意した。
• 情報源毎に提示
• 時間軸、カレンダーで提示
• キーワード毎に提示
情報毎に俯瞰しやすい表示方法が異なるため、本
ツールでは３つの表示方法をユーザに提供した。例え
ば、旅行の情報は時系列毎に整理されることで流れを
俯瞰しやすいメリットがある。

3.1.3 情 報 設 計
情報設計フェーズでは、ユーザが情報の重要度や順
番を付ける。例えば、旅の思い出の中で特に見せたい
写真に重み付けをすることで、情報可視化ステップで
その写真を大きく見せる事が可能になる。また、旅行
で巡った順番通りにユーザが並べる事で、マガジンを
見た利用者が旅行を追体験する事が出来る。

3.1.4 情報可視化
情報可視化フェーズでは、システムのサポートを受
けながら１～３のステップでユーザの手によって設計
された情報構造をもとに、ツールがレイアウトを自動
で行い、Flash 形式のWeb マガジンを発行する。１
～３のステップの中で情報に優先順位や重み付けがさ
れているため、情報が読者に伝わりやすいマガジンが
発行される。

4. ま と め

我々は、情報を目には見えない情報構造（重要度、
順序、関連性）にもとづいて可視化する「情報デザイ
ン」のプロセスを体系化し、ノウハウをプログラム化
することによって、専門的にデザインを学んでいない
人でも情報デザインを行う事ができるツールの開発を
行った。本ツールの開発と提供により、個人の表現の
更なる拡大の一助になればと考える。
謝辞 本ツールの開発は，情報処理推進機構 2009
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